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ごみの野外焼却（野焼き）は絶対にやめましょう！

　地面に掘った穴やドラム缶、法令で定められた構造基準等を満たしていない焼却炉でごみを

焼却している方がいます。このような野焼きは、環境に悪い有害物質ダイオキシンが発生する

とともに、煙・すす・悪臭などで近所の人に迷惑をかけます。また、飛び火による火災など思わ

ぬ災害を及ぼすおそれがありますので、絶対にやめましょう。

◆ごみの野外焼却（野焼き）は、廃棄物の処理

　及び清掃に関する法律（法第 16 条の２）で禁

　止されています。

◆違反して廃棄物を焼却した者は、罰則があり

　ます。

　「５年以下の懲役若しくは 1,000 万円以下の

　罰金またはその両方」の対象になります。

－政令で定める例外（廃棄法施行令第 14 条）－

・国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却

・震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急対策又は復旧のために必要な廃棄物

 の焼却（凍霜害防止のために行う廃タイヤによるくん煙は、生活環境に著しい支障を生じる

 ためできません）

・風俗慣習上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却（例：どんと焼き）

・農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却（廃ビニル

 の焼却は生活環境に著しい支障を生じるのでできません )

・たき火その他日常生活を営むうえで通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの（書類等

 の焼却はこれに該当しません）

「例外的に認められている焼却行為であっても、生活環境上支障があり、苦情
等がある場合は指導の対象となります。」
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　こんにちは。地域おこし協力隊の森瑞稀です。
今月から、わたしの活動の一部が広報に載ります。
地域おこし協力隊ってどんな活動をしているんだ
ろう…と思っている方へ、少しでもわたしの活動
が伝わればいいなと思っています。
　１月から３月の間、飲食店の方をはじめ、たく
さんの方の支えをいただきながら英語のメニュー
を作りました。各飲食店の雰囲気を出すために、
字体やデザインも工夫しました。メニューはラミ
ネート加工をし、飲食店に配付するだけでなく、
秩父別町ホームページにも載せています。
　たくさんの方と共に作ったメニューをぜひ見て
みてくださいね！
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今
か
ら
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前
。
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島
の
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。
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秩
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別
町
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昇
一
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新
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く
オ
ー
プ
ン
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お
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料
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て
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足
し
て
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っ
て
く
れ
れ
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そ
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で
い
い
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そ
ん
な
前
向
き
な
彼
の
夢
の

始
ま
り
は
意
外
だ
っ
た—

　

九
歳
の
時
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
そ

こ
で
初
め
て
人
に
料
理
を
作
る

機
会
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

き
っ
か
け
は
キ
ャ
ン
プ
の
最

終
日
だ
っ
た
。
余
っ
た
食
材
を

す
べ
て
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
色
々
な
食
材
で
作
っ

た
料
理
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美
味
し
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、
料
理
の

自
由
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感
じ
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。
食
べ
物
も
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理
の
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夫
次
第
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美
味
し
く

な
る
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い
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面
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思
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界
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お
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ニ
ュ
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と
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来
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作
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。
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ん
ど
ん
お
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メ

ニ
ュ
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に
な
り
、
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ま
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メ
ニ
ュ
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ん
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ん
増
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き
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作
り
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し
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と
い
う
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だ
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と
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。

　

開
店
し
て
か
ら
あ
っ
と
い
う

間
に
十
三
年
が
経
ち
、
世
の
中

は
色
々
変
わ
っ
た
。
た
だ
、
変

わ
っ
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い
な
い
も
の
も
あ
る
。
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小
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ウ
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ウ
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で
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大
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な
昇
一
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込
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て
ホ
カ
ホ
カ
パ
ス
タ
を
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て
待
っ
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い
る
こ
と
だ
。
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イ
ン
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ド
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、
地
域
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こ
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協
力
隊
の
森
さ
ん
と
協
力
し
て
町
内
の
飲
食
店
を
取
材
し
、

お
客
さ
ん
が
普
段
見
ら
れ
な
い
厨
房
の
中
を
物
語
風
に
ま
と

め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
記
事
は
町
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
掲
載
し
て
い
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す
。
広

報
に
は
載
り
き
ら
な
い
写
真
も
た
く
さ
ん
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
町
Ｈ
Ｐ
等
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
と
を
聞
く
や
否
や
、
足
を
運

ん
で
く
れ
た
。

　

昇
一
さ
ん
の
味
付
け
に
ハ

マ
っ
て
口
コ
ミ
ま
で
し
て
く
れ

た
。
常
連
客
も
ど
ん
ど
ん
ど
ん

ど
ん
増
え
て
き
た
。
キ
ッ
チ
ン

ハ
ウ
ス
小
島
の
仕
事
は
毎
日
忙

し
か
っ
た
が
、
昇
一
さ
ん
は
ア

ル
バ
イ
ト
を
雇
お
う
と
思
っ
て

い
な
か
っ
た
。
彼
の
こ
と
を
支

え
て
く
れ
る
奥
さ
ん
の
存
在
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

奥
さ
ん
は
サ
ラ
ダ
や
飲
み
物

の
用
意
と
接
客
を
、
昇
一
さ
ん

は
調
理
を
担
当
し
た
。

　

お
店
の
看
板
に
は
昇
一
さ
ん

の
手
書
き
で
「
小
島
」
と
書
い

て
あ
る
が
、
お
客
さ
ん
に
「
小

鳥
」
な
ど
と
よ
く
勘
違
い
さ
れ

て
い
た
。

　

そ
れ
で
も
オ
ー
ナ
ー
の
昇
一

さ
ん
は
怒
る
こ
と
な
く
、「
あ

の
看
板
は
世
界
で
一
つ
の
デ
ザ

イ
ン
。
本
当
に
気
に
入
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
名
前
の
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違
い

は
気
に
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、


